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IGMPについて
IGMPは、ホストが特定のグループにマルチキャストデータを要求するために使用する IPv4
プロトコルです。ソフトウェアは、IGMPを介して取得した情報を使用し、マルチキャストグ
ループまたはチャネルメンバーシップのリストをインターフェイス単位で保持します。これら

の IGMPパケットを受信したシステムは、既知の受信者が含まれるネットワークセグメント
に、要求されたグループまたはチャネルに関する受信データをマルチキャスト送信します。

IGMPプロセスはデフォルトで実行されています。インターフェイスでは IGMPを手動でイネー
ブルにできません。IGMPは、インターフェイスで次のいずれかの設定作業を行うと、自動的
にイネーブルになります。

• Protocol-Independent Multicast（PIM）のイネーブル化

•ローカルマルチキャストグループの静的なバインディング

IGMPのバージョン
デバイスでは、IGMPv2と IGMPv3、および IGMPv1のレポート受信がサポートされています。
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デフォルトでは、ソフトウェアが IGMPプロセスを起動する際に、IGMPv2がイネーブルにな
ります。必要に応じて、各インターフェイスでは IGMPv3をイネーブルにできます。

IGMPv3には、次に示す IGMPv2からの重要な変更点があります。

•ホストによるレポート抑制が行われなくなり、IGMPクエリーメッセージを受信するたび
に IGMPメンバーシップレポートが送信されるようになりました。

Cisco Nexus® 3550-Tスイッチは SSMをサポートしていません。（注）

IGMPv2の詳細については、RFC 2236を参照してください。

IGMPv3の詳細については、RFC 5790を参照してください。

IGMPの基礎
次の図に、ルータが IGMPを使用し、マルチキャストホストを検出する基本的なプロセスを示
します。ホスト 1、2、および 3は要求外の IGMPメンバーシップレポートメッセージを送信
して、グループまたはチャネルに関するマルチキャストデータの受信を開始します。

図 1 : IGMPv1および IGMPv2クエリ応答プロセス

下の図では、ルータ A（サブネットの代表 IGMPクエリア）は、すべてのホストが含まれる
224.0.0.1ホストマルチキャストグループに定期的にクエリメッセージを送信して、マルチキャ
ストデータを受信するホストを検出します。グループメンバーシップタイムアウト値を設定

できます。指定したタイムアウト値が経過すると、ルータはサブネット上にグループのメン

バーまたは送信元が存在しないと見なします。

IPアドレスが最小のルータが、サブネットの IGMPクエリアとして選出されます。ルータは、
自身よりも下位の IPアドレスを持つルータからクエリーメッセージを継続的に受信している
間、クエリアタイムアウト値をカウントするタイマーをリセットします。ルータのクエリア

タイマーが期限切れになると、そのルータは代表クエリアになります。そのあとで、このルー

タが、自身よりも下位の IPアドレスを持つルータからのホストクエリーメッセージを受信す
ると、ルータは代表クエリアとしての役割をドロップしてクエリアタイマーを再度設定しま

す。
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この図では、ホスト1からのメンバーシップレポートの送出が止められており、最初にホスト
2からグループ 224.1.1.1に関するメンバーシップレポートが送信されます。ホスト 1はホスト
2からレポートを受信します。ルータに送信する必要があるメンバーシップレポートは、グ
ループにつき 1つだけであるため、その他のホストではレポートの送出が止められ、ネット
ワークトラフィックが軽減されます。レポートの同時送信を防ぐため、各ホストではランダム

な時間だけレポート送信が保留されます。クエリの最大応答時間パラメータを設定すると、ホ

ストが応答をランダム化する間隔を制御できます。

IGMPv1および IGMPv2メンバーシップレポートが抑制されるのは、同じポートに複数
のホストが接続されている場合だけです。

（注）

IGMPv3ホストでは、IGMPメンバーシップレポートの抑制が行われません。（注）

代表クエリアから送信されるメッセージの存続可能時間（TTL）値は 1です。つまり、サブ
ネット上の直接接続されたルータからメッセージが転送されることはありません。IGMPの起
動時に送信されるクエリメッセージの頻度および回数を個別に設定したり、スタートアップ

クエリインターバルを短く設定したりすることで、グループステートの確立時間を最小限に

抑えることができます。通常は不要ですが、起動後のクエリーインターバルをチューニングす

ることで、ホストグループメンバーシップメッセージへの応答性と、ネットワーク上のトラ

フィック量のバランスを調整できます。

クエリーインターバルを変更すると、マルチキャスト転送能力が著しく低下することが

あります。

注意

マルチキャストホストがグループを脱退する場合、IGMPv2以上を実行するホストでは、IGMP
Leaveメッセージを送信します。このホストがグループを脱退する最後のホストであるかどう
かを確認するために、IGMPクエリメッセージが送信されます。そして、最終メンバーのクエ
リ応答インターバルと呼ばれる、ユーザーが設定可能なタイマーが起動されます。タイマーが

切れる前にレポートが受信されない場合は、ソフトウェアによってグループステートが解除さ

れます。ルータはグループステートが解除されないかぎり、このグループにマルチキャスト

トラフィックを送信し続けます。

輻輳ネットワークでのパケット損失を補正するには、ロバストネス値を設定します。ロバスト

ネス値は、IGMPソフトウェアがメッセージ送信回数を確認するために使用されます。

224.0.0.0/24内に含まれるリンクローカルアドレスは、インターネット割り当て番号局（IANA）
によって予約されています。ローカルネットワークセグメント上のネットワークプロトコル

では、これらのアドレスが使用されます。これらのアドレスは TTLが 1であるため、ルータ
からは転送されません。IGMPプロセスを実行すると、デフォルトでは、非リンクローカルア
ドレスにだけメンバーシップレポートが送信されます。ただし、リンクローカルアドレスに

レポートが送信されるよう、ソフトウェアの設定を変更することができます。
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IGMPの前提条件
IGMPの前提条件は、次のとおりです。

•デバイスにログインしている。

•グローバル構成コマンド。この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレーションモード
は、デフォルト VRFに適用されます。

IGMPに関する注意事項と制限事項
IGMPに関する注意事項および制限事項は次のとおりです。

•低遅延のために、Cisco Nexus® 3550-Tスイッチは L2ポートの {Vlan,MAC}ルックアップ
のみをサポートします。IPベースの {VLAN,G}または {VLAN,G,S}ルックアップはあり
ません。

•最適化された {Vlan,MAC}ルックアップ用にルートがインストールされるため、
Route-Aliasingが予想されます。

•すべての不明なマルチキャストパケットミスは、同じL2ドメイン内の他のルータへのフ
ラッドの代わりにドロップされます。

• Cisco Nexus® 3550-Tスイッチを使用したマルチアクセスネットワークは機能しません。
PIM対応ルータの 1つが Cisco Nexus® 3550-Tスイッチの場合、同じ VLANセグメントに
2つの PIMルータを配置できません。Cisco Nexus® 3550-Tスイッチは、非DRとして機能
できません。

• multicast-lookupミスパケットが VLANでフラッディングされないため、L2トランジット
ノードで PIMを有効にすることはできません。

• Cisco Nexus® 3550-Tスイッチは、SVIの L3トランジットボックスとして使用しないでく
ださい。ただし、L2受信者は SVIのトランジットボックスに存在する場合があります。
L3物理ポートで L3トランジットとして使用できます。

• FHRサポートなし –これにより、L3マルチキャストルーティングが必要なVLANに送信
元が直接接続されることは想定されません。

• {Vlan,Mac}ルックアップにより、IGMPv2のレポートはすでにアタッチされている受信者
にフラッドされ、この結果は report-suppressionに表示されます。IGMPv3として構成済み
のホストを保持することが推奨されます。

• IGMPv3（RFC 5790）に従って送信元のリストを除外またはブロックすることはサポート
されていません。
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IGMPのデフォルト設定
次の表に、IGMPパラメータのデフォルト設定を示します。

表 1 : IGMPパラメータのデフォルト設定

デフォルトパラメータ

2IGMPのバージョン

30秒スタートアップクエリーインターバル

2スタートアップクエリーの回数

2ロバストネス値

255秒クエリアタイムアウト

255秒クエリータイムアウト

10秒クエリーの最大応答時間

125秒クエリーインターバル

1秒最終メンバーのクエリー応答インターバル

2最終メンバーのクエリー回数

260秒グループメンバーシップタイムアウト

無効リンクローカルマルチキャストグループのレ

ポート

無効ルータアラートの実施

ディセーブル即時離脱

IGMPパラメータの設定
IGMPグローバルパラメータおよびインターフェイスパラメータを設定すると、IGMPプロセ
スの動作を変更できます。

Cisco IOSのCLIに慣れている場合、この機能のCisco NX-OSコマンドは従来のCisco IOS
コマンドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）
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IGMPインターフェイスパラメータの設定
次の表に、設定可能なオプションの IGMPインターフェイスパラメータを示します。

表 2 : IGMPインターフェイスパラメータ

説明パラメータ

インターフェイスでイネーブルにする IGMP
のバージョン。有効な IGMPバージョンは 2
または 3です。デフォルトは 2です。

IGMPのバージョン

インターフェイスに静的にバインドされるマ

ルチキャストグループ。(*, G)というステー
トでインターフェイスの加入先グループを構

成します。match ip multicastコマンドで、使
用するグループプレフィックスおよびグルー

プ範囲を示すルートマップポリシー名を指定

できます。

（*, G）ステートで構成しても、送
信元ツリーが構築されるのはIGMPv3
を有効化している場合だけです。

（注）

ネットワーク上の全マルチキャスト対応ルー

タを含むマルチキャストグループを設定する

と、このグループに ping要求を送信すること
で、すべてのルータから応答を受け取ること

ができます。

スタティックマルチキャストグループ

発信インターフェイスに静的にバインドされ

るマルチキャストグループ。（*, G）という
ステートで出力インターフェイスの加入先グ

ループを構成するか、（*, , G）というステー
トでグループに加入するソース IPを指定しま
す。match ip multicastコマンドで、使用する
グループプレフィックス、グループ範囲、お

よび送信元プレフィックスを示すルートマッ

プポリシー名を指定できます。

（*, G）ステートで構成しても、送
信元ツリーが構築されるのはIGMPv3
を有効化している場合だけです。

（注）

発信インターフェイス（OIF）上のスタティッ
クマルチキャストグループ
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説明パラメータ

スタートアップクエリーインターバル。デ

フォルトでは、ソフトウェアができるだけ迅

速にグループステートを確立できるように、

このインターバルはクエリーインターバルよ

り短く設定されています。有効範囲は 1～
18,000秒です。デフォルト値は 31秒です。

スタートアップクエリーインターバル

スタートアップクエリーインターバル中に送

信される起動時のクエリー数。有効範囲は 1
～ 10です。デフォルトは 2です。

スタートアップクエリーの回数

輻輳ネットワークでのパケット損失を許容範

囲内に抑えるために使用される、調整可能な

ロバストネス変数。ロバストネス変数を大き

くすれば、パケットの再送信回数を増やすこ

とができます。有効範囲は1～7です。デフォ
ルトは 2です。

ロバストネス値

前クエリアがクエリーを停止してから、自身

がクエリアとして処理を引き継ぐまで、ソフ

トウェアが待機する秒数。有効範囲は 1～
65,535秒です。デフォルト値は 255秒です。

クエリアタイムアウト

IGMPクエリーでアドバタイズされる最大応答
時間。大きな値を設定すると、ホストの応答

時間が延長されるため、ネットワークの IGMP
メッセージを調整できます。この値は、クエ

リーインターバルよりも短く設定する必要が

あります。有効範囲は 1～ 25秒です。デフォ
ルトは 10秒です。

クエリーの最大応答時間

IGMPホストクエリーメッセージの送信頻度。
大きな値を設定すると、ソフトウェアによる

IGMPクエリーの送信頻度が低くなるため、
ネットワーク上の IGMPメッセージ数を調整
できます。有効範囲は 1～ 18,000秒です。デ
フォルト値は 125秒です。

クエリーインターバル
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説明パラメータ

サブネット上の既知のアクティブホストから

最後にホスト Leaveメッセージを受信したあ
と、ソフトウェアが IGMPクエリーへの応答
を送信するインターバル。このインターバル

中に応答が受信されない場合、グループステー

トは解除されます。この値を使用すると、サ

ブネット上でソフトウェアがトラフィックの

送信を停止するタイミングを調整できます。

この値を小さく設定すると、グループの最終

メンバーまたは送信元が脱退したことを、よ

り短時間で検出できます。有効範囲は 1～ 25
秒です。デフォルト値は 1秒です。

最終メンバーのクエリー応答インターバル

サブネット上の既知のアクティブホストから

最後にホスト Leaveメッセージを受信したあ
と、最終メンバーのクエリー応答インターバ

ル中に、ソフトウェアが IGMPクエリーを送
信する回数。有効範囲は 1～ 5です。デフォ
ルトは 2です。

この値を 1に設定すると、いずれかの方向で
パケットが検出されなくなると、クエリー対

象のグループまたはチャネルのマルチキャス

トステートが解除されます。次のクエリーイ

ンターバルが開始されるまでは、グループを

再度関連付けることができます。

最終メンバーのクエリー回数

ルータによって、ネットワーク上にグループ

のメンバーまたは送信元が存在しないと見な

されるまでのグループメンバーシップイン

ターバル。有効範囲は 3～ 65,535秒です。デ
フォルト値は 260秒です。

グループメンバーシップタイムアウト

224.0.0.0/24内のグループにレポートを送信で
きるようにするためのオプション。リンクロー

カルアドレスは、ローカルネットワークプロ

トコルだけで使用されます。非リンクローカ

ルグループには、常にレポートが送信されま

す。デフォルトではディセーブルになってい

ます。

リンクローカルマルチキャストグループのレ

ポート
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説明パラメータ

デバイスからグループ固有のクエリーが送信

されないため、所定の IGMPインターフェイ
スで IGMPv2グループメンバーシップの脱退
のための待ち時間を最小限にできるオプショ

ン。即時脱退をイネーブルにすると、デバイ

スではグループに関する Leaveメッセージの
受信後、ただちにマルチキャストルーティン

グテーブルからグループエントリが削除され

ます。デフォルトではディセーブルになって

います。

このコマンドは、所定のグループに

対するインターフェイスの背後に 1
つの受信者しか存在しない場合に使

用します。

（注）

即時離脱

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal
switch(config)#

インターフェイス設定モードを開始し

ます。

interface interface

例：

ステップ 2

ステップ 3でリストされてい
るコマンドを使用して、

IGMPインターフェイスパラ
メータを設定します。

（注）switch(config)# interface ethernet
1/1
switch(config-if)#

IGMPバージョンを指定値に設定しま
す。有効な値は 2または 3です。デ
フォルトは 2です。

ip igmp version value

例：

switch(config-if)# ip igmp version 3

ステップ 3

このコマンドのno形式を使用すると、
バージョンは 2に設定されます。

指定したグループまたはチャネルに参

加するようにデバイス上のインター

ip igmp join-group {group [source source]
}

例：

ステップ 4

フェイスを設定します。デバイスは

CPU消費用のマルチキャストパケット
のみを受け入れます。

switch(config-if)# ip igmp join-group
230.0.0.0
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目的コマンドまたはアクション

このコマンドを使用して生成

されたトラフィックは、デバ

イス CPUで処理可能である
必要があります。CPUの負荷
制約のため、このコマンドを

使用することは（特に形式を

問わずスケーリングで使用す

ることは）推奨されません。

代わりに ip igmp static-oifコ
マンドの使用を検討してくだ

さい。

注意

マルチキャストグループを発信イン

ターフェイスに静的にバインドし、デ

ip igmp static-oif {group [source source]}

例：

ステップ 5

バイスハードウェアで処理します。グswitch(config-if)# ip igmp static-oif
230.0.0.0 ループアドレスのみを指定した場合

は、（*,G）ステートが作成されます。
送信元アドレスを指定した場合は、

（*, G）ステートが作成されます。

（*, G）ステートで送信元ツ
リーを構築するには、

IGMPv3を有効化する必要が
あります。

（注）

ソフトウェアの起動時に使用されるク

エリーインターバルを設定します。有

ip igmp startup-query-interval seconds

例：

ステップ 6

効範囲は 1～ 18,000秒です。デフォル
ト値は 31秒です。

switch(config-if)# ip igmp
startup-query-interval 25

ソフトウェアの起動時に使用されるク

エリー数を設定します。有効範囲は 1
～ 10です。デフォルトは 2です。

ip igmp startup-query-count count

例：

switch(config-if)# ip igmp
startup-query-count 3

ステップ 7

ロバストネス変数を設定します。有効

値の範囲は、1～ 7です。デフォルト
は 2です。

ip igmp robustness-variable value

例：

switch(config-if)# ip igmp
robustness-variable 3

ステップ 8

クエリアとして処理を引き継ぐかどう

かをソフトウェアが判断するための、

ip igmp querier-timeout seconds

例：

ステップ 9

クエリアタイムアウト値を設定しまswitch(config-if)# ip igmp
querier-timeout 300 す。有効範囲は 1～ 65,535秒です。デ

フォルト値は 255秒です。
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目的コマンドまたはアクション

クエリアとして処理を引き継ぐかどう

かをソフトウェアが判断するための、

ip igmp query-timeout seconds

例：

ステップ 10

クエリータイムアウト値を設定しまswitch(config-if)# ip igmp
query-timeout 300 す。有効範囲は 1～ 65,535秒です。デ

フォルト値は 255秒です。

このコマンドの機能は、ip
igmp querier-timeoutコマン
ドと同じです。

（注）

IGMPクエリーでアドバタイズされる
応答時間を設定します。有効範囲は 1

ip igmp query-max-response-time seconds

例：

ステップ 11

～ 25秒です。デフォルトは 10秒で
す。

switch(config-if)# ip igmp
query-max-response-time 15

IGMPホストクエリーメッセージの送
信頻度を設定します。有効範囲は 1～

ip igmp query-interval interval

例：

ステップ 12

18,000秒です。デフォルト値は 125秒
です。

switch(config-if)# ip igmp
query-interval 100

メンバーシップレポートを送信してか

ら、ソフトウェアがグループステート

ip igmp
last-member-query-response-time seconds

例：

ステップ 13

を解除するまでのクエリーインターバ

ルを設定します。有効範囲は 1～ 25秒
です。デフォルト値は 1秒です。

switch(config-if)# ip igmp
last-member-query-response-time 3

ホストの Leaveメッセージを受信して
から、IGMPクエリーが送信される回

ip igmp last-member-query-count count

例：

ステップ 14

数を設定します。有効範囲は 1～ 5で
す。デフォルトは 2です。

switch(config-if)# ip igmp
last-member-query-count 3

IGMPv2のグループメンバーシップタ
イムアウトを設定します。有効範囲は

ip igmp group-timeout seconds

例：

ステップ 15

3～65,535秒です。デフォルト値は260
秒です。

switch(config-if)# ip igmp
group-timeout 300

224.0.0.0/24に含まれるグループに対し
て、レポート送信をイネーブルにしま

ip igmp report-link-local-groups

例：

ステップ 16

す。非リンクローカルグループには、switch(config-if)# ip igmp
report-link-local-groups 常にレポートが送信されます。デフォ

ルトでは、リンクローカルグループに

レポートは送信されません。
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目的コマンドまたはアクション

ルートマップポリシーに基づく、IGMP
レポートのアクセスポリシーを設定し

ます。

ip igmp report-policyポリシー

例：

switch(config-if)# ip igmp
report-policy my_report_policy

ステップ 17

インターフェイスが接続されたサブ

ネット上のホストについて、加入可能

ip igmp access-groupポリシー

例：

ステップ 18

なマルチキャストグループを制御する
switch(config-if)# ip igmp
access-group my_access_policy ためのルートマップポリシーを設定し

ます。

match ip multicast groupコマ
ンドだけがこのルートマップ

ポリシーでサポートされま

す。ACLを照合するための
match ip addressコマンドは
サポートされていません。

（注）

デバイスが、グループに関する Leave
メッセージの受信後、ただちにマルチ

ip igmp immediate-leave

例：

ステップ 19

キャストルーティングテーブルからグswitch(config-if)# ip igmp
immediate-leave ループエントリを削除できるようにし

ます。このコマンドを使用すると、デ

バイスからグループ固有のクエリが送

信されないため、所定の IGMPイン
ターフェイスで IGMPv2グループメン
バーシップの脱退のための待ち時間が

最小限になります。デフォルトでは

ディセーブルになっています。

このコマンドは、所定のグ

ループに対するインターフェ

イスの背後に 1つの受信者し
か存在しない場合に使用しま

す。

（注）

実行コンフィギュレーションを、ス

タートアップコンフィギュレーション

にコピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 20

switch(config)# copy running-config
startup-config
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IGMPプロセスの再起動
IGMPプロセスを再起動し、オプションとして、すべてのルートをフラッシュすることができ
ます。

手順

目的コマンドまたはアクション

IGMPプロセスを再起動します。restart igmp

例：

ステップ 1

switch# restart igmp

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

switch# configure terminal
switch(config)#

IGMPプロセスの再起動時に、ルートを
削除します。デフォルトでは、ルートは

フラッシュされません。

ip igmp flush-routes

例：

switch(config)# ip igmp flush-routes

ステップ 3

実行コンフィギュレーション情報を表示

します。

（任意） show running-configuration
igmp

例：

ステップ 4

switch(config)# show
running-configuration igmp

実行コンフィギュレーションを、スター

トアップコンフィギュレーションにコ

ピーします。

（任意） copy running-config
startup-config

例：

ステップ 5

switch(config)# copy running-config
startup-config

IGMP構成の確認
IGMPの設定情報を表示するには、次の作業のいずれかを行います。

説明コマンド

すべてのインターフェイスまたは選択された

インターフェイスについて、IGMP情報を表示
します。

show ip igmp interface [interface] [brief]

IGMPの設定
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説明コマンド

グループまたはインターフェイスについて、

IGMPで接続されたグループのメンバーシップ
を表示します。

show ip igmp groups [{source [group]}] | {group
[source]}] [interface] [summary]

グループまたはインターフェイスについて、

IGMPで接続されたグループのメンバーシップ
を表示します。

show ip igmp route [{source [group]}] | {group
[source]}] [interface] [summary]

IGMPローカルグループメンバーシップを表
示します。

show ip igmp local-groups

IGMP実行コンフィギュレーション情報を表示
します。

show running-configuration igmp

IGMPスタートアップコンフィギュレーショ
ン情報を表示します。

show startup-configuration igmp

IGMPの設定例
次に、IGMPパラメータの設定例を示します。

configure terminal

interface ethernet 1/1
ip igmp version 3
ip igmp join-group 230.0.0.0
ip igmp startup-query-interval 25
ip igmp startup-query-count 3
ip igmp robustness-variable 3
ip igmp querier-timeout 300
ip igmp query-timeout 300
ip igmp query-max-response-time 15
ip igmp query-interval 100
ip igmp last-member-query-response-time 3
ip igmp last-member-query-count 3
ip igmp group-timeout 300
ip igmp report-link-local-groups
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翻訳について
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